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通期連結業績予想の修正および配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 

2021 年５月 10 日に公表しました 2022 年３月期通期連結業績予想および期末配当予想の修正を実施いたしますの

で、下記の通りお知らせいたします。 

 

 

記 

 

 

１．2022年３月期通期連結業績予想の修正（2021年４月１日～2022年３月31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円   円 銭 

前 回 発 表 予 想  （ Ａ ） 

（2021 年５月 10 日公表） 
226,000 16,000 16,000 11,000 149.60 

今 回 修 正 予 想  （ Ｂ ） 216,000 15,000 16,000 13,500 183.54 

増   減   額（Ｂ－Ａ） △10,000 △1,000 0 2,500  

増   減   率  （ ％ ） △4.4 △6.3 0.0 22.7  

(ご参考)前 期 実 績 

( 2 0 2 1 年 ３ 月 期 ) 
198,041 10,226 10,724 6,893 93.76 

 

修正の理由 

 産業機械事業において、自動車分野での設備投資の回復遅れにより成形機の需要に力強さが欠けたほか、半導体供

給不足の影響により樹脂製造・加工機械の生産や出荷に遅れが生じたために、売上高及び営業利益が減少しました。 

一方、政策保有株式の売却により投資有価証券売却益が発生したことに加え、当第４四半期連結会計期間において、

当社が保有する賃貸用不動産の譲渡により固定資産売却益を計上する見込みです。 

これらの状況を勘案し、売上高及び営業利益が前回発表予想を下回る一方で、親会社株主に帰属する当期純利益が

前回発表予想を上回る見通しとなりましたので、通期の連結業績予想を上記の通り修正いたします。 

 

 

 

 

 



２．期末配当予想の修正について 

 
年間配当金額 

第２四半期末 期 末 合 計 

前 回 発 表 予 想  

（2021年５月10日公表） 
― 22円50銭 45円00銭 

今 回 修 正 予 想 ― 32円50銭 55円00銭 

当 期 実 績 22円50銭 ― ― 

前 期 実 績 

（ 2 0 2 1 年 ３ 月 期 ） 
17円50銭 17円50銭 35円00銭 

 

修正の理由 

 2022年３月期の配当金につきましては、通期連結業績予想を修正する状況を勘案し、期末における配当金額を1株

当たり32円50銭とし、第２四半期末配当と合わせた年間配当金額は、１株当たり55円00銭を見込んでおります。 

なお、2022年３月期の期末配当につきましては、2022年６月開催予定の第96回定時株主総会に付議する予定で

す。 

 
（注）上記の連結業績予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績等は今後

の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

以 上 


